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古今東西の巨石文化を考える
ACCU文化遺産保護協力事務所（奈良）は、2003年3月19、20日に巨石文化国際会議を開催し、21日には、関連遺跡の現地見学とシンポジウムを行った。海外から韓国、中国、インド、インドネシア、フランス、イギリスの６カ国７名と国内から８名、事務所から２名の合計17名の考古学専門家が参加した。

日本でも広く知られているイギリスのストーン・ヘンジのような巨石文化誕生の謎は古くから人々を惹きつけ、今なお多くの人々が関心を抱いている。

この巨石文化に関して、ヨーロッパ圏とアジア圏から最新の研究成果を持ち寄り、互いに比較しあう中から、共通の認識を得ようとする会議が奈良で開かれた。

基調講演は、熊本大学文学部の甲元眞之教授による「東アジア巨石文化の広がり」と、パリ第一大学教授のジャン＝ポール・ドゥムール教授による「ヨーロッパにおける先史世界と巨石文化」で、続いて２日間にわたり、参加者による各国の最新の研究情報が報告された。

甲元教授は、日本の東北地方や北海道に分布する縄文時代の環状列石や環状土籬を紹介し、さらに東アジアに広く分布する支石墓を分類したうえでその変遷と伝播を解説した。ドゥムール教授は紀元前５千年紀にヨーロッパ大陸の大西洋沿岸にまず巨石記念物が造られるようになったこと、築造の目的が信仰的なものに始まったこと、その後の変遷と分布範囲の拡大など、壮大なヨーロッパ先史時代史を展開した。

　２日目の午後には、出席者全員による討議を行い、主に巨石を用いた構築物が出現する現象の社会的背景について、活発な意見が出された。インドやインドネシアでは信仰の対象として、巨石記念物が今も造り続けられている習俗のあることが報告され、関心を引いた。

　21日の午後には奈良県新公会堂で西谷正九州大学名誉教授と外国人４名が出席して、市民向けシンポジウム「謎の巨石文化を考える」を開催し、500名近くの参加者が熱心に聴き入っていた。
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